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平成13年3月21日
各　　位

会 社 名　　　　　森永製菓株式会社
代表者名　　　　　代表取締役社長　森永 剛太
コード番号　　　　２２０１
上場取引所　　　　東証・大証・名証(市場第１部)・
　(所属部)　　　　札幌
問合せ先　　　　　広報部長　橋本　守
( ＴＥＬ.　　　 　０３－３４５６－０１１２ ）

業績予想の修正、子会社の解散及び固定資産の譲渡に関するお知らせ

１. 平成１３年３月期の業績予想修正

　平成１３年３月期（平成１２年４月１日～平成１３年３月３１日）の業績予想について、
平成１２年１１月２１日の中間決算発表時に公表しました単独及び連結の業績予想を下記の
通り修正いたします。

(1) 単独
① 通期の業績予想の修正（平成１２年４月１日～平成１３年３月３１日）

単　位 売 上 高 経常利益 当期純利益

　前 回 発 表 予 想（Ａ） 百万円 154,200 8,000 5,600
　今 回 修 正 予 想（Ｂ） 百万円 154,500 8,300 2,700
　増　減　額 （ Ｂ－Ａ ） 百万円 300 300 △2,900 
　増　　　　減　　　　率 ％ 0.2 3.8 △51.8 
  (ご参考)前期実績(平成12年3月期) 百万円 152,444 7,498 1,796
② 上記修正の理由
　 　子会社の解散(６月末予定)に伴う整理損及び固定資産の売却損による特別損失５６億
　 円を計上することにより、当期純利益が予想より２９億円下回り２７億円となる見込み
　 であります。
　 　なお、子会社の解散及び固定資産の売却の内容については、後記の｢２.子会社の解散
　 について」及び「３.固定資産の譲渡について」に記載の通りであります。

(2) 連結
① 通期の業績予想の修正（平成１２年４月１日～平成１３年３月３１日）

単　位 売 上 高 経常利益 当期純利益

　前 回 発 表 予 想（Ａ） 百万円 199,800 8,600 3,100
　今 回 修 正 予 想（Ｂ） 百万円 200,900 9,000 1,900
　増　減　額 （ Ｂ－Ａ ） 百万円 1,100 400 △1,200 
　増　　　　減　　　　率 ％ 0.6 4.7 △38.7 
  (ご参考)前期実績(平成12年3月期) 百万円 198,797 8,147 2,436
② 上記修正の理由
　 　当社単独の修正理由の影響により、当期純利益が予想より１２億円下回り１９億円と
　 なる見込みであります。
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２. 子会社の解散について

　　　当社は、平成１３年３月２１日開催の取締役会において、子会社である株式会社レストラン森永
　　を平成１３年６月３０日付の予定で解散することを決議いたしましたので、下記の通りお知らせし
　　ます。

① 解散に至った経緯 退職給付会計導入による人件費負担増等の原因により利益体質を損ね、
自力での業績回復が困難な見通しとなったため、今後の同社における
損失継続・拡大が将来当社の財務リスクとなることを回避する目的で
解散する。
なお、同社解散にあたり、同社の主たる営業は今後グループ外食事業
の核となる新会社へ譲渡し、外食事業の再構築を図る。

② 株式会社レストラン森永の概要
所 在 地 東京都港区芝浦一丁目１３番１６号
代 表 者 代表取締役社長　今井芳一
資 本 金 ４９５百万円
株主構成 森永製菓株式会社（持株比率：１００％）

③ 平成１３年３月期における損益への影響
同社の解散に伴い、当社は３４.８億円(概算)の特別損失の計上が見
込まれ、平成１２年１１月２１日発表の通期業績予想に対し当期純利
益が２０.６億円減少し、連結では当期純利益が６.８億円減少する見
込みです。
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３. 固定資産の譲渡について

　　　当社は、平成１３年３月２１日開催の取締役会において、固定資産を譲渡すること決議いたし
　　ましたので、下記の通りお知らせします。

① 譲渡の理由 当社千葉配送センター敷地に隣接し日本サイロ株式会社に賃貸してい
る土地を譲渡し、千葉配送センター敷地内の同社から賃借している土
地(本件譲渡土地と等積・等価)を取得するため。

② 譲渡資産の内容
資産の内容および所在地 帳簿価額 譲渡価額 現　　況

　千葉市美浜区新港５番２に所在 　日本サイロ株式会社
　する地積6,896㎡の土地 28.5億円 7.3億円 　に賃貸

③ 譲渡先 日本サイロ株式会社
　本店所在地：東京都中央区新川一丁目８番６号
　代　表　者：代表取締役　　峠　政彦
　資　本　金：３億円

④ 譲渡の日程 平成１３年３月２９日契約書締結及び同日物件引渡し予定

⑤ 平成１３年３月期における損益への影響
当社が固定資産売却損として２１.２億円を特別損失に計上すること
により、平成１２年１１月２１日発表の通期業績予想に対し、当社
単独及び連結の当期純利益が１２.６億円減少する見込みです。


